
業務の実績の説明

補助対象事業の名称（補助事業者名）

ICT 技術への心理的障壁を解消する対話エ ー ジェントを用いたコミュニケ ー ションサ ー

ビスの研究開発

補助対象事業の概要

【研究開発の全般について】

①補助対象事業の概要

②補助対象事業の目標

③研究開発期間

④補助金（前年度までの累
計）

高齢者の ICT デバイスヘの心理的な抵抗感を排除すべ
く、 利用上のサポ ートを行うための使い方教室・相談窓
口の整備し、 高齢者の ICT デバイスヘの心的障壁の軽

減、 および継続利用意欲の向上により、 自発的に ICT デ
バイスの導入する心理状態への移行を目的とする。 これ
らを踏まえ、 高齢者等への対話エ ー ジェントを活用した
コミュニケ ー ションサー ビスの実施を目指す。

高齢者の ICT デバイスヘの心理的な抵抗感を排除すべ
く、 利用上のサポ ートを行うための使い方教室・相談窓
口の整備し、 高齢者の ICT デバイスヘの心的障壁の軽

減、 および継続利用意欲の向上により、 自発的に ICT デ

バイスの導入する心理状態への移行を目的とする。 これ
らを踏まえ、 高齢者等への対話エ ー ジェントを活用した
コミュニケ ー ションサー ビスの実施を目指す。

令和元年度～令和3年度

5, 8 6 5 千円

【令和元年度実施部分について】

⑤令和元年度補助金 5, 8 6 5 千円

人の話を聞く（傾聴）、 尋ねる（質問）という対話を通

した高齢者の短期的・長期的心理変化の評価・解析する
ための対話エ ー ジェントとして、 スマ ートフォン用と対
話ロボット用のアプリケ ー ションをそれぞれ作成し、 そ

のアプリケ ー ションをキッティングした ICT デバイス

を令和元年1 2月1 2日より被験者に貸与した。 具体的
には、 23名の被験者を集い、 単体、 または、 その両方

を貸与し、 体験期間中に高齢者から意見を収集して改善
点をヒアリングした。 これらを踏まえ、 高齢者等への対
話エ ー ジェントを活用したコミュニケ ー ションサー ビス

の実施を目指す研究を行った。

⑥研究開発の実施内容

同時に、 高齢者の ICT デバイスヘの心理的な抵抗感を

排除すべく、 地域コミュニティによる体験使用体制の整
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